
↓↓ 一般質問は裏面にあります ↓↓

報告第１号 平成27年度決算に基づく健全化判断比率報告書

報告第２号 平成27年度決算に基づく資金不足比率報告書

報告第３号 議会活性化特別委員会調査報告書（中間報告）

議案第１号 平成27年度余市郡仁木町一般会計歳入歳出決算認定について

議案第２号 平成27年度余市郡仁木町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第３号 平成27年度余市郡仁木町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 4号 平成27年度余市郡仁木町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

議案第５号 平成28年度余市郡仁木町一般会計補正予算（第３号）

議案第６号 平成28年度余市郡仁木町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案第 7号 平成28年度余市郡仁木町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

議案第８号 仁木町民スキー場設置管理条例の一部を改正する条例制定について

発委第１号 仁木町議会会議規則の一部を改正する規則制定

同意第１号 仁木町固定資産評価審査委員会委員の選任について

意見案第７号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書

意見案第８号 返済不要の給付型奨学金の創設及び無利子奨学金の拡充を求める意見書

意見案第９号 無年金者対策の推進を求める意見書

意見案第10号 有害鳥獣対策の推進を求める意見書

意見案第11号 後期高齢者医療制度における保険料軽減特例の維持・継続を求める意見書
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平成２８年第３回定例会の主な議案

　第３回定例会は、９月２１日から２３日の、３日間の会期（２２日は祝日のため休
会）で開催されます。
　定例会には、町から報告２件、議案９件が上程され、委員会から報告１件、発委１
件、議員から意見書５件を提出しています。

第３回定例会 ９月２１日(水)開会



手続き簡単！氏名と住所を書くだけ傍聴に来て下さい
お問い合わせは 議会事務局 ((３２－３９５４) まで

◆定例会日程
　１日目　９月21日(水)　午前９時30分～
　２日目　９月23日(金)　午前９時30分～

※２日目は進行状況により決定されますので、議会事務局までお問い合わせを！

町政のここが聞きたい！

一　般　質　問
２１日午前１０時１５分ごろから

佐藤 秀教 議員 北海道横断自動車道（倶知安余市道路）の整備に伴う本町の将来ビジョンについて

内

容

　本町では現在、地域活性化に向け地方版総合戦略に基づき、様々な取組みをされているが、こ

れに並行して今後は高速道路を活用した計画の策定が地域産業・経済の発展に取組む上で最重要

課題であると考えるが、高速道路整備に伴う町長の将来ビジョンは。

上村智恵子 議員 防災対策について

内

容

　現在、原発事故を中心に防災訓練が実施されているが、それと同時に、防災対策に対しての情

報・学習も大事だと考える。図上訓練でシミュレーションしておけば、とても役立つため、その

ような機会も取り入れてほしいと考えるが、町長の見解は。

今回は私たちが質問をします！

上村智恵子 議員 町営プールについて

内

容

　教育委員会がまとめた報告書の町営プールの管理運営事業の中で、「銀山・然別水泳プール設

備機器の経年劣化が著しく、廃止等も含め検討する必要がある」と報告されていたが、仁木水泳

プールは問題ないのか。

住吉 英子 議員 手話言語に関する取組みの推進について

内

容

　現在、各自治体では、手話を言語と位置付け、普及に向けた環境整備を進める「手話に関する

基本条例」制定の動きが広がりつつあり、本町も手話への理解、普及啓発、住民サービスの向上

のため、手話に関する支援を推進すべきと考えるが、町長の見解は。

嶋田　 茂 議員 ふるさと納税について

内

容

　本町のふるさと納税は、昨年度から開始し、今後の取組み方で寄附金額を増やしていくことも

十分可能と考える。今後のふるさと納税の推進方法について、何か検討しているのか。また、農

閑期でも贈呈できる商品開発に、ふるさと納税寄附金を活用してはどうか。

野崎 明廣 議員 本町の稲作農業と効率的な農地の活用について

内

容

　本町の基幹産業である農業においても、稲作は特に主要な位置にあると考える。本町の稲作農

業に対する将来ビジョンをどのように考え進めていくのか。

　また、農地の集積対策や休耕地の対策をどのように考えているのか。


